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 去る６月１８日の１４時３０分から、地下研の

第３４回評議員会がＴＫＰ市ヶ谷カンファレンス

センター８階バンケットルーム８C において開催

されました。当日は、お忙しい中１２名の評議員の

うち、１２名（委任状による出席を含む）のご出席

をいただきました。 

 冒頭、岸井隆幸会長、および久保田尚会長代行か

らご挨拶をいただいた後、会議は平成３０年度事

業報告及び収支決算（案）、令和元年度事業計画及

び収支予算（案）の審議が続き、異動に伴う変更に

よる役員の選任等（案）について起案があり、いず

れも原案どおり定時総会に付議することが承認されました。 

 

 

 同日の１５時５分から地下研の第３３回定時総会がＴＫＰ市ヶ谷カンファレンスセンタ

ー７階 カンファレンスルーム７Ｃにおいて開催されました。当日は、お忙しい中５７名

の会員のうち、５２名（委任状による出席を含む）のご出席をいただきました。また、来

賓には国土交通省都市局都市計画課の筒井祐治施設計画調整官のご臨席を賜りました。 

 総会では第１号議案平成３０年度事業報告及び収支決算（案）、第２号議案令和元年度事

業計画及び収支予算（案）、第３号議案役員の選任等（案）が、いずれも評議員会からの付

議どおり全員一致で承認されました。また、会員から地下マスタープランの研究に関し事

例の取り上げ方や調査の意気込みについて質問があり意見交換がなされました。 
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 引き続き、定時総会の後、当研究会とアーバンインフ

ラ・テクノロジー推進会議と共催で記念講演会が開催さ

れました。今回は宇都宮市副市長の吉田信博様より「宇

都宮 LRTの進捗状況と今後の展開」と題して、LRT、

バス、デマンドバスを組み合わせた交通まちづくりと低

炭素な沿線まちづくりについて紹介がありました。 

 

■過度な車社会から公共交通を選択できる都市に 

 宇都宮市を中心とする栃木

県は、自動車保有率が全国 2

位で、車による移動が 7 割に

近く、特に 65 歳から 69 歳

を中心とした高齢者の車利用

が顕著な状況です。同規模の

他都市と比べると、分散した

都市構造に起因して市内中心

商業地の地価水準が低く、ま

た栃木県民の肥満度も全国ワ

ースト 3位となっています。

このため宇都宮市は自動車分

担率を 60％台前半に抑える

ことを目標に、公共交通の利

用促進を進めてきました。 

吉田副市長 
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 宇都宮市は東西に貫く LRT と 13 の幹線バス路線を骨格とし、地域内交通と路線バス

の乗り継ぎ拠点を「地域拠点」とするネットワーク型コンパクトシティを整備しています。

LRT 事業は鬼怒川を超える東西交通のあい路打開を端緒とし、平成 5 年から構想がスタ

ートしました。当初は在来のバス事業者から「LRTが整備されるとバス事業が立ち行かな

くなる」と反対キャンペーンがあり理解が得られませんでしたが、長年の努力と後述する

双方向の取り組みが功を奏して、平成28年に都市計画決定に至りました。延長14.6km、

停留所 19 箇所、公設型上下分離方式を採用し、軌道整備事業(車両保有も含む)を宇都宮

市と芳賀町が、軌道運送事業を宇都宮ライトレール㈱（資本金 4.9 億円、出資割合 行政

51%、民間 49%)が担当しています。 

 

■LRT沿線の低炭素まちづくり 

 宇都宮市は LRT 沿線をモ

デルエリアとして「低炭素

化」をコンセプトに様々な施

策の事業化検討を実施して

います。既に清原工業団地で

は 3 万 kw のガスコジェネ

レーションシステムを導入

して 7 事業所に電力と熱の

効率的な供給を行っていま

す。地域の乗り換え拠点とな

るトランジットセンターで

はパーク＆ライド駐車場を

整備し、発電施設や熱施設の
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効率化を図る地域新電力会

社の設立も進めています。更

に先般国交省が募集した「ス

マートシティモデル事業」に

も宇都宮市は採択されまし

た。 

 

■片方向から行政と市民双

方向の取り組みへ 

 LRT構想は当初、誤解から

様々な反対がありました。

「大通りを路線バスは走れ

ない」「LRT の駅まで行く方

法がない」「車での移動は渋滞覚悟」「なんと 1000 億円以上」。いずれも誤解からなので

すが、宇都宮市は一つひとつ丁寧に説明をして誤解を解いてきました。例えば、東側の優

先区間の整備費 458億円のうち、国が半分の約 230億円、市街地開発組合基金が約 120

億円、残りの約 110 億円を県・市・町が負担し、宇都宮市は約 90 億円の負担になりま

すという具合にです。説明は広報誌、メディア、SNS などを使った片方向のものよりも、

富山市への事例見学会や、オープンハウスでの来場者への直接説明、市内 39 の連合自治

会全てで実施した説明会のような双方向の説明

が大変効果的でした。 

 JR 宇都宮駅東口では LRT と一体になったシ

ンボル的な空間整備を再開発事業として進めてい

ます。LRTの JR横断箇所やその方法もほぼ決ま

り、今後西側への延伸構想を具体化させます。

LRTの建設自体が目的ではないので、宇都宮市が

目指す「まち」がどのようなものなのか、常に問

いかけながら取り組みを進めてまいります。 

 

 

 

 


